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2Ap-9 年齢及び口腔状態の差異に伴う食物のかたさイメージの変化
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【目的】高齢者のQOL （Quality of life)が望まれる中、食物をおいしく食べ続けるこ

とは、生活のＱＯＬを高めるために必須の条件である。食物のおいしさの主要因であるテ

クスチュアは主に咀哨活動に伴って認知されるため、咀嘴機能の変化によって認知状態が

変わることが考えられる。そこで本研究は、テクスチュアの中で特にかたさ｡の認知が、年

齢や口腔状態によってどの様に変化するかを、かたさイメージ調査によって検討した。

　【方法】調査は1989年6月に東京都老人総合研究所と嬬恋村による総合健康調査にて実施

した。対象は、40歳以上・80歳未満の受診者464名（男子209 名、女子255名）。かたさ

イメージは、物性の異なる33品目の食物について、柔らかい・普通・硬いの３段階で聞き

取り調査した。口腔状態調査は、歯牙状態およびかむ能力を聞き取り調査した。

　【結果および考察】口腔状態は年齢が高くなるに従って、部分義歯・総義歯者が多くなり、

　65歳以上では、49.0％以上の者が総義歯であった。かめない食物があると答えた者は義

歯者に多く、かたさの大きい食物ほどかめない者が多かった。一方、全て自分の歯の者は、

高齢者であってもかめない食物はほとんどなかった。

　食物のかたさイメージは、口腔状態によって異なり、義歯者はそうでない者に比べて、

食物をかたく評価した。このことは、ふつうのかたさ以上の食物で顕著であった。一方、

口腔状態が同じであれば、年齢によるかたさイメージの変化は認めちれなかった。以上の

結果から、加齢に伴い義歯装着などによって口腔機能が低下した鳩合は、摂食時の食物の’

かたさ評価が変化することが示唆された。

2 Ap-10 歯の健康と食生活に関する研究　一中高齢者の食品嗜好と咀囃の可否－
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　[目的]　中高齢者の咀曙能力について，高齢者になるほど，また食品の哺みごたえ度が

大きくなるほど咀囃できる考の比率が低下すること，義歯装着者の方が健全歯の者よりも

咀囃に困難を感じている者の比率が高いことなどを，既に昨年の本学会で報告したが，こ

れらの中高齢者が好む食品と咀曙の可否について，また歯についてどのようなことに不便

を感じているか等についての調査結果を集計した．

　[方法]　岡山県浅口郡里庄町立里庄東小学校，同里庄西小学校の児童を介して，その祖

父母752名を対象に,歯の状態，咀曙可能な食品，好まれるが咀曙困難な食品，歯について

児童が祖父母祖達より教えられたことおよび児童の感想を質問紙法により調査した．今回

はこれらのうち，既に報告した歯の状態と咀囃可能な食品を除く上述の調査結果について

報告する．

　[結果]　1.｢好きな食品｣として挙げられた食品は126種,902件であったが，最も好

まれたものは魚(刺身以外, 125件)で，以下野菜(76),刺身(65),果物(65),肉類(46)

の順になっており，これらの5種類の食品で全回答数の40%強を占めた．

2.　｢好きだけれども咀嘔困難な食品｣がある者は回答者の1Q％以上にあり，挙げられた

た食品は60種,399件であった．最も咀囃困難とされてた食品はするめ(92), 以下肉(45),

豆(33),せんべい(27), りんご(27)の順であった．

3.歯に関して困ったことは，義歯(58%)，Si,下鵬蝕(22),歯肉(7), 治療s)に関するこ

との順であった．
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